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第 l 章では，ポリイミド膜における C02 の収着・透過挙動を 2 元収着・移動モデルに基づいて解析し得られた
































性の 3 つの因子に依存することを見いだしている O また，一次構造の違いによる透過性及び選択性の差は，上述の
3 つの因子の変化による拡散係数及び拡散選択性の差によることを明らかにしているO さらに，高分子鎖の充填と
局所運動を同時に抑制するような一次構造の導入が選択性の低下を抑えながら透過性を増大させることを明らか
にしている。
(4) 陽電子消滅法により評価した膜の高分子鎖間隙の平均サイズと気体の拡散係数との聞に良好な相関関係を見いだ
している O 高分子鎖の平均的な充填密度が同じでも，高分子鎖間隙の平均サイズの大きなポリイミドの方が拡散係
数が大きいことを明らかにし，陽電子消滅法が高分子膜の微細構造を評価する有用な手段となることを示してい
る。
以上のように，本論文は，ポリイミドの一次構造および高次構造と気体透過性ならびに選択性との相関を明らかに
するとともに，気体分離用の高性能膜素材の設計指針を得ており，材料工学および膜分離工学の発展に貢献するとこ
ろが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認めるO
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